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物理（フィジカル）システムと情報（サイバー）システ
ムとが密に結合し、情報のやり取りを行うシステムを「サ
イバーフィジカルシステム」と言います。私は主にサイ
バーフィジカルシステムに対する解析と制御を、制御理
論・計算機科学・機械学習などに基づき行っています。
具体的には、物理システムの振る舞いをより少ないデー
タ数で学習し制御する省リソースかつ高効率な制御及び
通信方策の設計や、物理システムが安全性といった所望
の仕様を満たしているかどうかの検証アルゴリズムの開
発を行っています。
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•  国内外において、気候変動、自然共生、自然災害に関
わる現象の分析と、シナリオアプローチによる将来予
測をおこなっています。

• 多面的な現象分析と自然管理の影響予測のため、現地
における調査・観測、人工衛星や地理情報の分析、生
態系モデリングを活用しています。

• 最近の研究テーマには、UAV を用いた森林モニタリン
グ、ツキノワグマによる人身事故リスク評価と要因分
析、土地利用変化による生物多様性と生態系サービス
への影響予測などがあります。

気候変動影響予測、自然管理

自然－人間システムの現象論と管理・予測
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